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特集

今年の秋は選挙です
ニューススポット

お知らせ

しんしろ・知ろう・あらかると
まちの話題

シリーズ
我らが母校再発見 No.2〔黄柳野小学校〕

高度1万メートルから見た
地球環境 No.7
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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で緊急医の情報を
ご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

�23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分

医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の

　ホームページ

http://sdent.hp.infoseek.co.jp/

をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日

および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来

のみです。利用されるときは、

必ず「健康保険証」などをご

持参ください。
いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科

診療時間 ―――――――――

午後8時～午後11時

受付 　―――――――――――

午後7時30分～午後10時30分

開設日 ――――――――――

月、火、金、土、日曜日

（祝日は除く）

休診日 ――――――――――

水、木曜日、国民の祝日

および年末年始

開設場所 　―――――――――

新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

�24-1161

10月
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新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

曼珠沙華（まんじゅしゃげ）とも呼ばれる多年草です。

秋の彼岸ころに咲くのでこの名前になっています。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。
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夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

むらまつ内科�（東新町）

ながしのクリニック�（長篠）

宮本病院�(海老)

荻野医院�（長篠）

織田医院�(下吉田)

荻野医院�（長篠）

くまがい医院�(富永)

緑が丘診療所�(緑が丘)

あいきょうクリニック�(大野田)

今泉病院�(栄町)

織田医院�(下吉田)

くまがい医院�(富永)

おさだファミリークリニック(本町)

中根医院�（本町）

しんしろフィットクリニック�(川路)

米田内科�（平井）

星野病院�(大野)

内山医院�(平井)

のだクリニック（中市場）

茶臼山厚生病院�(富沢)

中村医院�（的場）

西新町内科整形外科外科医院(東新町)

内山医院�(平井)

茶臼山厚生病院�(富沢)

あいきょうクリニック�(大野田)

ほうらいクリニック�(大野)

むらまつ内科�（東新町）

高木内科医院�（栄町）

ちさと医院�（杉山）

静巌堂医院�（副川）

宮本病院�(海老)

さくら眼科（上平井）　　　　� 22-4100

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222
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今
泉
　
十
咲

日
向
　
麻
綾

山
本
　
日
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虎
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介
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仁
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瀧
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瀧
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友
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氏
　
　
　
名
　
　
　

　性
別
　

　保
護
者
　
　
　

地
　
区

8月届出分
元気でよい子に…

※8月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

1歳（平成20年7月7日生）陸くん

父　森本康允さん・母　陽子さん（新城・富岡東部）

もりもとやすみつ ようこ

り く

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
7
6
2
3
　
　in

fo
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp
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じ
ょ
う
ほ
う
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�
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‐
7
6
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�
23
‐
7
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毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送

①

午
前
8
時

②

午
後
1
時

③

午
後
4
時

④

午
後
7
時

⑤

午
後
11
時

　
番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日

　
午
後
7
時
に
入
れ
替
え
、
1
週

　
間
ご
と
に
更
新

市政番組キャラクター「亀姫」

※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　
の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

9
月
30
日

　
～

10
月
7
日

10
月
7
日

　
～

10
月
14
日

10
月
14
日

　
～

10
月
21
日

10
月
21
日

　
～

10
月
28
日

10
月
28
日

　
～

11
月
4
日

・
新
城
ラ
リ
ー
　
2
0
0
9

・
千
郷
小
学
校
　
2
週
目

・
山
湊
馬
浪
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会

・
千
郷
小
学
校
　
3
週
目

・
キ
ラ
リ
☆
見
ぃ
〜
つ
け
た
「
美
し
い
愛
知

　
づ
く
り
景
観
資
源
　
四
谷
千
枚
田
」

・
大
海
公
民
館
竣
工
式

・
千
郷
小
学
校
　
4
週
目

・
市
民
参
加
の
森
づ
く
り
事
業
（
拡
大
枠
6
分
）

・
つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
実
行
委
員
会
の
紹
介

・
東
郷
西
小
学
校
　
1
週
目

・
つ
く
で
祭
り

・
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

・
東
郷
西
小
学
校
　
2
週
目

・
設
楽
原
歴
史
資
料
館
　
秋
の
特
別
展
�

 
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
　
企
画
展
�

 
（
拡
大
枠
6
分
）

放

送

日

番

組

内

容

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
9
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

集まれ ! ちびっ子広場に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。

4歳（平成17年2月14日生）

父　内藤勝也さん・母　幹子さん（鳳来・上吉田）
ないとうかつや みきこ

ひ　 い ろゆ う が

悠雅くん
1歳（平成20年1月6日生）

陽彩くん（上） （下）
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あ
や

か
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な
ん
で
選
挙
が
必
要
な
の
？

　
「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
の
手

で
」
市
民
自
治
の
基
本
で
す
。
そ
の
た
め
、

私
た
ち
の
ま
ち
で
起
き
る
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
で
話

し
合
っ
て
決
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
、
５
万
人
の
新
城
市
民
全
員
が
、

毎
回
、
1
カ
所
に
集
ま
っ
て
話
し
合
う
こ

と
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
に
近
い
で
す
。

　
そ
こ
で
、
み
ん
な
の
代
表
者
を
み
ん
な

で
選
ん
で
、
そ
の
人
た
ち
が
話
し
合
っ
て

決
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表

者
を
選
ぶ
た
め
に
、
選
挙
が
必
要
な
の
で

す
。
つ
ま
り
、
選
挙
は
、
私
た
ち
と
私
た

ち
の
ま
ち
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
で
す
。

　
だ
か
ら
、
「
選
挙
に
行
か
な
い
」
と
か

「
誰
に
投
票
し
て
も
い
っ
し
ょ
」
で
は
、

私
た
ち
の
想
い
は
市
政
に
届
か
ず
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
ま
ち
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
選
挙
に
行
っ
て
、
み

ん
な
を
代
表
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
、

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
　
�
23
‐
7
6
1
7

●問

市
長
は
市
民
じ
ゃ
な
く
て
も
な

れ
る
の
？

　
は
い
、
な
れ
ま
す
。
市
長
に
立
候
補
す

る
条
件
は
、
「
満
25
歳
以
上
の
日
本
国
民

で
あ
る
こ
と
」
の
み
で
す
。
な
の
で
、
住

民
票
が
新
城
市
に
な
く
て
も
市
長
に
な
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
市
議
会
議
員
に
立
候
補
す
る

場
合
に
は
、
連
続
し
て
3
カ
月
以
上
、
新

城
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
選
挙
活
動

っ
て
で
き
る
の
？

　
で
き
ま
せ
ん
。
公
職
選
挙
法
で
は
、
告

示
後
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
更
新
は
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
活
動
は
、
告
示
後

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
行
為
で
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
選
挙
活
動
は
、

実
質
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
告
示
前
に
掲
載
し
て
あ
る
も

の
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
く
こ
と
は
で

き
ま
す
。

　
こ
れ
も
公
職
選
挙
法
で
定
め
ら
れ
た
合

法
的
な
選
挙
運
動
で
す
。

　
選
挙
カ
ー
で
は
、
停
車
時
に
限
り
、
演

説
が
許
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
名
前
を
連
呼
す
る
行
為
は
、

演
説
会
場
や
街
頭
演
説
の
場
所
、
も
し
く

は
午
前
8
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
の
間
の
、

選
挙
運
動
用
の
車
上
も
し
く
は
船
上
に
お

い
て
の
み
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
「
病
院
な
ど
療
養
施
設
内
や

そ
の
構
内
」
な
ど
の
一
部
の
場
所
で
は
、

連
呼
す
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
候
補
す
る
に
は
、
い
く
ら
か

か
る
の
？

 
４
年
前
の
選
挙
で
は
、
市
長
選
で
約
334

万
円
、
市
議
選
で
約
82
万
円
が
平
均
選
挙

費
用
で
し
た
。

　
ま
ず
、
立
候
補
す
る
に
は
供
託
金
が
必

要
で
す
。
市
長
選
の
場
合
は
100
万
円
を
、

市
議
選
の
場
合
は
30
万
円
を
、
事
前
に
法

務
局
に
納
め
ま
す
。
な
お
、
一
定
の
得
票

数
（
※
）
に
達
し
な
い
場
合
は
、
返
還
さ
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
い
た
ず
ら
半
分
で
立

候
補
す
る
人
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

　
選
挙
運
動
に
か
か
る
費
用
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
使
え
る
お
金
の
上
限
は
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
長
選
は
約
650
万
円
、

市
議
選
は
約
330
万
円
ま
で
し
か
使
え
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
上
限
ま
で
使
わ
な
く
て

も
選
挙
運
動
は
で
き
ま
す
。

（
※
）
一
定
の
得
票
数
　

（
市
長
選
）
有
効
投
票
総
数
÷
10

（
市
議
選
）有
効
投
票
総
数
÷
議
員
定
数
÷
10

　11月1日（日）は、4年に一度の
新城市長選挙と新城市議会議員
一般選挙の日です。まちの未来
を決める、大事な選挙です。
　そこで、この機会に、選挙に
ついて考えてみましょう。まち
の未来を決めるのは、あなたの
1票です。

選挙費用（前回選挙時の平均）

市 長 選 　 市 議 選

人 件 費

家 屋 費

通 信 費

交 通 費

印 刷 費

広 告 費

文 具 費

食 糧 費

休 泊 費

雑 費

合 計

66

64

13

0

85

85

7

10

0

4

334

18

9

1

0

29

11

2

8

0

4

82

選
挙
カ
ー
が

う
る
さ
い
ん
だ
け
ど
…

特
集
　

今
年
の
秋
は
選
挙
で
す

特
集
　

今
年
の
秋
は
選
挙
で
す

選
挙
マ
メ
知
識

選
挙
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
皆
さ
ん
は
選
挙
で
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
疑
問
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

（単位 : 万円）
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春
田

 
昔
は
選
挙
と
言
え
ば
お
祭
り
と
い
っ
し

ょ
で
、
地
区
を
挙
げ
て
の
一
大
行
事
で
し

た
。
地
区
推
薦
で
は
な
い
候
補
者
が
当
選

す
る
の
は
、
大
変
な
こ
と
で
し
た
。

山
本

 
今
は
地
区
で
は
な
い
組
織
を
代
表
さ
れ

る
候
補
者
の
方
が
、
上
位
で
当
選
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
地
区

の
ま
と
ま
り
が
な
く
な
っ
て
き
た
の
か
な

と
も
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
社
会
構
造
の
変

化
と
も
関
係
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

昔
は
、
専
業
農
家
が
多
く
、
普
段
か
ら
近

所
付
き
合
い
も
盛
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、

昭
和
40
年
こ
ろ
か
ら
は
、
工
業
化
に
伴
っ

て
勤
め
に
行
く
人
が
多
く
な
り
、
な
か
な

か
地
域
の
こ
と
を
す
る
時
間
的
余
裕
も
な

く
な
っ
て
…
…
。

 

け
れ
ど
、
選
挙
は
や
っ
ぱ
り
地
域
を
大

切
に
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

よ
。

春
田

　
今
回
の
選
挙
は
、
市
議
の
定
数
も
削
減

さ
れ
、
大
変
激
し
い
選
挙
戦
が
予
測
さ
れ

ま
す
が
、
昔
は
も
っ
と
激
し
か
っ
た
ん
で

す
か
ら
。
立
候
補
さ
れ
る
方
も
応
援
す
る

方
も
、
気
概
を
も
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
す
れ
ば
各
立
候
補
者
の
考
え

が
分
か
る
の
？

　
各
候
補
者
の
個
人
演
説
会
や
街
頭
演
説
、
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
発
行
さ
れ
る
選
挙
公
報
な
ど
を

通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
い
く
つ
も
の
会
場
に
足
を
運

ぶ
の
は
大
変
で
す
の
で
、
近
年
で
は
、
公
開
討
論

会
や
公
開
質
問
状
な
ど
、
市
民
が
主
催
す
る
新
た

な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
知
り
た
い
と
き
に
は
？

　
新
城
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
と
は
、
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
市
民
の
中
か
ら
、
議
会
で

選
ば
れ
た
４
人
の
委
員
と
事
務
局
（
総

務
課
）
に
よ
り
、
選
挙
に
関
す
る
事
務

を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

　
『
投
票
に
は
必
ず
行
く
け
ど
、
候
補
者

を
選
ぶ
理
由
は
「
な
ん
と
な
く
」』

　
こ
の
春
、
新
城
青
年
会
議
所
が
行
っ
た
、

選
挙
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
す
。
そ
う
い
う
私
も
以
前
は
、
「
知

人
だ
か
ら
」
「
人
か
ら
頼
ま
れ
た
か
ら
」

と
い
う
簡
単
な
理
由
だ
け
で
選
ん
で
い

ま
し
た
。
け
れ
ど
、
選
挙
や
政
治
に
関

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞
い
た

り
勉
強
す
る
中
で
、
も
っ
と
、
自
分
が

１
票
投
じ
る
こ
と
に
、
責
任
を
持
た
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
選
挙
は
、
こ
の
ま
ち
の
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
。
自
分

は
ど
ん
な
ま
ち
が
い
い
の
か
。
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
誰
を
選
ぶ
の
が

良
い
の
か
。
こ
れ
か
ら
は
、
立
候
補
者

全
員
の
政
策
を
聞
く
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
が
知
ら

な
か
っ
た
こ
の
ま
ち
の
問
題
点
を
知
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

単
に
自
分
の
願
望
だ
け
で
な
く
、
も
っ

と
ま
ち
全
体
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
、

真
剣
に
悩
み
な
が
ら
、
大
事
な
１
票
を

投
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
1
年
生
の
と
き
に
生
徒
会
長
だ
っ
た

先
輩
に
憧
れ
て
、
こ
の
春
、
自
分
も
生

徒
会
長
に
立
候
補
し
て
当
選
し
ま
し
た
。

「
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
体
育
大
会
に
す

る
こ
と
」
や
「
あ
い
さ
つ
運
動
を
千
郷

中
の
伝
統
行
事
に
す
る
こ
と
」
な
ど
を

公
約
に
書
き
、
応
援
し
て
く
れ
る
友
だ

ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
朝
は
校
門
に
立
っ
て
、

給
食
の
時
間
に
は
各
教
室
を
回
っ
て
、

投
票
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
面
白
く
な

い
と
、
み
ん
な
に
覚
え
て
も
ら
え
な
い

の
で
台
本
も
作
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。

自
分
は
あ
が
り
症
で
、
今
で
も
人
前
で

話
す
の
は
苦
手
だ
け
ど
、
学
校
を
も
っ

と
良
く
し
た
い
と
い
う
想
い
で
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

　
祖
父
た
ち
に
話
を
聞
い
た
り
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
、
政
治
の
こ
と
を
勉
強
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
友
だ
ち
も
新
聞
を

読
ん
で
る
子
が
多
く
て
、
学
校
で
政
治

ネ
タ
で
盛
り
上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
自
分
が
も
し
市
長
や
議
員
を
選
ぶ
な
ら
、

「
う
そ
を
つ
か
な
い
人
」
で
す
。
不
正

を
働
か
ず
、
市
民
の
声
を
ち
ゃ
ん
と
聞

い
て
く
れ
て
、
堂
々
と
し
て
い
る
人
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

選
挙
に
対
す
る
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
に
、
選
挙
に
対
す
る
思
い
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
違
う
選
挙
に
対
す
る
思
い
。

皆
さ
ん
は
選
挙
に
は
ど
ん
な
思
い
が
あ
り
ま
す
か
。

選
挙
の
こ
と
や
候
補
者
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
。

そ
ん
な
方
は
こ
ち
ら
を
ど
う
ぞ
。

Q

公
開
討
論
会
・
公
開
質
問
状

市
民
編
集
員
か
ら
一
言

「
選
挙
」
に
は
な
ん
と
な
く
行
っ
て

る
だ
け
で
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
。
け
れ
ど
、
自
分
た
ち
の

代
表
者
で
あ
り
代
弁
者
を
選
ぶ
の
に
、

知
ら
な
い
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

　
今
回
の
取
材
を
き
っ
か
け
に
、
自

分
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
る
「
選

挙
」
に
つ
い
て
、
も
っ
と
関
心
を
も

と
う
と
思
っ
た
。

公開討論会

  選挙告示前に、各立候補予定者が

一同に会し、それぞれの政治理念

や政策について述べる場。各政策

の比較がしやすいのと、立候補予

定者の人柄を伺い知ることができ

るのが特徴。

  本市では、市長選において過去2

回開催されており、前回は約1,300

人の市民の参加があった。

公開質問状

  選挙告示前に、各立候補予定者に

市政の課題に関する質問状を配布し、

その回答の全文をインターネット

上で閲覧または冊子にして希望者

に配布する方法。各人の考えを比較・

検討できるのが特徴。

山本元義さん（70歳・山区）

元市議会議員（平成7年～17年）

春田九一さん（91歳・稲木区）

元市議会議員（昭和34年～50年）

沢田実付晴さん
（37歳・平井区）

自営業・(社)新城青年会議所理事

上谷拓之さん
（15歳・石田区）

千郷中学校3年生

新
城
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
23
‐
7
6
1
7

●問

特
集
　

今
年
の
秋
は
選
挙
で
す

特
集
　

今
年
の
秋
は
選
挙
で
す

こ
の
特
集
は
、
市
民
編
集
員
に
よ
る
取
材
・

編
集
で
す
。

く　い ち

かみ や た く の さ わ だ み つ はる



広報しんしろ［ほのか］　2009.109 広報しんしろ［ほのか］　2009.10 8

　
来
年
４
月
か
ら
新
規
に
保
育
を

希
望
さ
れ
る
乳
幼
児
の
入
園
受
付

お
よ
び
面
接
を
行
い
ま
す
。

対
象
児

　
保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
事
情
に

　
よ
り
昼
間
家
庭
で
保
育
が
出
来

　
な
い
た
め
、
平
成
22
年
４
月
１

　
日
か
ら
新
規
に
保
育
を
希
望
さ

　
れ
る
乳
幼
児

入
園
申
込
書
の
配
布

　
10
月
26
日

（月）
か
ら
各
保
育
園
、

　
児
童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各

　
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
お
渡

　
し
し
ま
す
。

入
園
の
手
続
き

　
入
園
の
手
続
き
は
、
入
園
申
込

　
書
の
提
出
と
、
お
子
さ
ん
の
面

　
接
が
必
要
で
す
。
入
園
申
込
書

　
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
「
受

　
け
付
け
お
よ
び
面
接
日
程
」
の

　
日
時
に
合
わ
せ
、
希
望
す
る
保

　
育
園
へ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご

　
来
園
く
だ
さ
い
。

※
各
保
育
園
の
「
受
け
付
け
お
よ

　
び
面
接
日
程
」
の
期
間
で
申
し

　
込
み
が
で
き
な
い
方
は
、
12
月

　
14
日

（月）
か
ら
25
日

（金）
ま
で
の
間

　
に
希
望
保
育
園
ま
た
は
児
童
課
、

　
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
市
民

　
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
（
閉
庁
日
を
除
く
）

　
児
童
課
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　
支
所
市
民
福
祉
課
で
手
続
き
を

　
し
た
場
合
は
、
お
子
さ
ん
の
面

　
接
日
程
の
調
整
が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
希

　
望
し
た
保
育
園
に
入
園
で
き
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人

な
ど
の
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
意
見
・
要
望
を
お
聞

き
し
て
、
あ
っ
せ
ん
す
る
「
行
政

相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
政
相
談
制
度
を
、
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
10
月
19
日

（月）
か
ら

25
日

（日）
ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」

と
し
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

　
年
金
・
保
険
・
税
金
・
登
記
・

環
境
衛
生
・
消
費
者
保
護
・
交
通

安
全
・
道
路
・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。

鳳
来
地
区

　
10
月
７
日

（水）

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

新
城
地
区

　
10
月
13
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
市
民
体
育
館

※
人
権
に
関
す
る
相
談
も
同
時
に

　
開
設
し
て
い
ま
す
。

作
手
地
区

　
10
月
13
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
虹
の
里

※
人
権
に
関
す
る
相
談
も
同
時
に

　
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
行

　
政
相
談
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

・
新
城
地
区
　
菅
野
美
津
雄

氏

　
　
�
22
‐
２
０
６
０

・
鳳
来
地
区
　
松
井
和
之

氏

　
　
�
34
‐
０
０
５
５

・
作
手
地
区
　
柴
田
由
紀
子

氏

　
　
�
37
‐
２
１
１
６

行
政
苦
情
110
番

　
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局

　
首
席
行
政
相
談
官
室

　
�
０
５
２
‐
962
‐
１
１
０
０

市
民
病
院
総
務
課
　
�
23
‐
7
8
5
2

受
付
期
間

　
10
月
５
日

（月）
〜
19
日

（月）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

提
出
書
類

　
試
験
申
込
書
・
受
験
票
・
卒
業

　
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書
・

　
受
験
資
格
に
必
要
な
免
許
の
写

　
し
（
免
許
取
得
者
の
み
）

採
用
条
件

　
試
験
を
行
い
、
合
格
者
は
３
カ

　
月
間
（
４
月
〜
６
月
予
定
）
の

　
試
行
期
間
（
臨
時
職
員
）
の
評
価

　
に
よ
り
正
規
採
用
と
す
る
。

試
験
日

　
10
月
27
日

（火）

試
験
内
容

　
作
文
、
面
接
、
適
性
検
査
お
よ

　
び
健
康
診
断

中 央 保 育 園

吉 川 保 育 園

城 北 保 育 園

東郷東保育園

千郷東保育園

東郷中保育園

東郷西保育園

東 部 保 育 園

千郷西保育園

千郷中保育園

宇 利 保 育 園

山吉田保育園

長 篠 保 育 園

大 野 保 育 園

鳳 来 保 育 園

鳳来西保育園

作 手 保 育 園

11月24日(火)

〃

11月25日（水）

〃

11月26日（木）

〃

11月27日（金）

〃

11月30日（月）

〃

12月1日（火）

〃

12月2日（水）

〃

12月3日（木）

〃

12月7日（月）

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～2時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～2時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時00分

午後1時30分～2時30分

午前9時30分～11時30分

午後2時00分～3時00分

午後1時30分～2時00分

午後3時00分～3時30分

午前9時30分～11時00分

保育園（受付場所） 受　　付　　日　　時

受け付けおよび面接日程

◆通常保育
　平　日：午前8時～午後4時
　土曜日：午前8時～正午　　　　　
　対象園：全園
◆延長保育
　（一般保育時間を延長して長時間の保育が必要な場合）
　平　日：午前7時30分～午後7時
　土曜日：午前7時30分～午後1時30分
　対象園：中央、城北、千郷東、千郷西、長篠、
　　　　　作手の各保育園
　平　日：午前7時30分～午後5時30分
　土曜日：午前7時30分～午後0時30分
　対象園：千郷中、東郷東、東郷中、東郷西、
　　　　　東部、宇利、吉川、鳳来、鳳来西、
　　　　　大野、山吉田の各保育園

◆対象児童
　おおむね生後6カ月を超え満１歳に満たない乳児
◆対象園 
　中央、城北、千郷東、東郷中、長篠、作手
　の各保育園

◆対象児童
　障害の程度が軽度または中程度で集団保育が可能
　なおおむね4歳以上の幼児
◆対象園
　全園　　　　　　　　

保育時間

保　 育 区　　　　　　　　分

乳児保育
(0歳児)

障 害 児
保 　 育

保育の内容（予定）

昭
和
51
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
臨
床
工
学
技
士
の

資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
平
成
22
年
3
月
ま
で
に
資
格
を

取
得
見
込
み
の
方

職

種

な

ど

人
　
　
　
員

受

験

資

格

（
年
齢
、免
許
）

臨
床
工
学
技
士

１
人

児
童
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課
　
�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課
　
�
37
‐
2
2
1
1

市
民
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
2
8

市
民
福
祉
課
　
�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課
　
�
37
‐
2
2
1
1

す

が

の

み

つ

お

ま

つ

い

か

ず

ゆ

き

し

ば

た

ゆ

き

こ
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10
月
か
ら
市
民
税
・
県
民
税
と

国
民
健
康
保
険
税
が
年
金
か
ら
特

別
徴
収
（
天
引
き
）
が
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

　
各
税
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す

　
る
方

市
民
税
・
県
民
税

　
・
平
成
21
年
４
月
１
日
に
65
歳

　
　
以
上
の
方

　
・
平
成
20
年
中
に
年
金
を
受
給

　
　
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
に

　
　
公
的
年
金
に
か
か
る
市
民
税
・

　
　
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
方

　
・
平
成
21
年
１
月
１
日
以
後
、

　
　
引
き
続
き
市
内
に
住
所
を
有

　
　
す
る
方

　
・
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が
特

　
　
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
て

　
　
い
る
方

　
・
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
公

　
　
的
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以

　
　
上
あ
る
方

国
民
健
康
保
険
税

　
・
世
帯
主
の
年
齢
が
65
歳
か
ら

　
　
74
歳
で
あ
り
、
か
つ
国
民
健

　
　
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世

　
　
帯

　
・
世
帯
主
の
公
的
年
金
の
年
額

　
　
が
18
万
円
以
上
あ
り
、
介
護

　
　
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税

　
　
の
合
計
額
が
、
年
金
額
の
２

　
　
分
の
１
を
超
え
な
い
世
帯

　
・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員

　
　
が
、
65
歳
か
ら
74
歳
で
あ
る

　
　
世
帯

　
・
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
書

　
　
で
納
付
し
て
い
る
（
口
座
振

　
　
替
で
は
な
い
）
世
帯

　
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
は
既

に
送
付
し
て
あ
る
納
税
通
知
書
（
市

民
税
・
県
民
税
は
６
月
17
日
発
送
、

国
民
健
康
保
険
税
は
９
月
16
日
発

送
）
に
特
別
徴
収
さ
れ
る
金
額
が

記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
今
後
、
特
別
徴
収
税
額
が
変
わ

る
場
合
や
、
転
出
、
死
亡
な
ど
に

よ
り
天
引
き
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
年
金
特
別
徴
収
は
中
止
さ

れ
、
普
通
徴
収
（
自
分
で
納
付
）
で

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

税
務
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
1
5

市
民
福
祉
課
　
�
32
‐
1
9
8
1

市
民
福
祉
課
　
�
37
‐
2
2
1
1

市
民
病
院
総
務
課

�
23
‐
7
8
5
2

市民税・県民税納税通知書

国民健康保険税納税通知書

※通知書の‐‐‐‐枠内部分に金額の記載がある方は

　特別徴収（天引き）されます。

　
市
民
病
院
の
医
師
が
市
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
公
開
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　
10
月
24
日

（土）

　
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
開
場
は
午
後
1
時
45
分
）

　
文
化
会
館

講
演
1

　
胃
が
ん
の
話

　
消
化
器
科
・
外
科
診
療
部
長

　
金
子
　
猛

氏

講
演
2

　
お
し
っ
こ
の
悩
み
（
男
性
編
・

　
女
性
編
）

　
男
性
編

　
泌
尿
器
科
診
療
部
長

　
高
田
三
喜

氏

　
女
性
編

　
副
院
長
　

　
鈴
木
明
彦

氏

講
演
3

　
認
知
症
と
物
忘
れ

　
医
療
部
長

　
祖
父
江
文
男

氏

　
無
料

　
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。

共
催

　
新
城
医
師
会
な
ど

新
城
市
民
病
院

市
民
公
開
講
座
を
開
催

　
浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
、
浄
化

槽
法
に
基
づ
き
「
法
定
検
査
」
・
「
保

守
点
検
」
・
「
清
掃
」
の
３
つ
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
正
し
い
管
理
を
し
な
い
と
、
浄

化
槽
は
正
常
な
汚
水
処
理
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

（
７
条
検
査
及
び
11
条
検
査
）

　
県
が
指
定
す
る
検
査
機
関
「（
財
）

中
部
微
生
物
研
究
所
」
が
行
う
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
保
守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
一
般
家
庭
（
５
人
槽
〜
10
人
槽

設
置
）
の
場
合
、
４
カ
月
に
１
回

以
上
の
点
検
を
行
う
よ
う
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
１
回
以
上
の
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
の
機
能
低
下
や
汚
物
の

流
出
、
悪
臭
の
発
生
防
止
の
た
め
、

清
掃
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

清
掃
は
、
市
の
許
可
を
受
け
た
浄

化
槽
清
掃
業
者
し
か
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
許
可
業
者
に

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課
　
�
23
‐
７
６
4
4

保守点検 清　掃

法定検査

4カ月に1回以上実施

工事後3～8カ月以内に水質検査
保守点検、清掃の実施状況を年に1回検査

（処理方式や処理対象人員に
よって回数は異なります）

年に1回以上

税
務
課
　
�
23
‐
7
6
1
5

　
平
成
21
年
１
月
以
降
に
建
物
（
車

庫
や
物
置
な
ど
を
含
み
ま
す
）の
新
築
・

増
築
ま
た
は
、
取
り
壊
し
を
さ
れ

た
方
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ご
都
合
を
相
談
の
上
、

家
屋
評
価
に
伺
い
ま
す
。
家
屋
評

価
は
、
固
定
資
産
税
の
基
礎
と
な

る
重
要
な
も
の
で
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
22
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
に
次
の
要
件

に
該
当
す
る
長
期
優
良
住
宅
（
長

期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用

す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た

優
良
な
住
宅
）
を
新
築
し
た
場
合
、

一
戸
当
た
り
120
平
方
メ
ー
ト
ル
分

ま
で
を
限
度
と
し
、
固
定
資
産
税

の
２
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

要
件

①
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分

　
の
床
面
積
が
こ
の
家
屋
の
床
面

　
積
の
２
分
の
１
以
上
あ
る
こ
と
。

②
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
50
平
方

　
メ
ー
ト
ル
以
上
280
平
方
メ
ー
ト

　
ル
以
下
（
賃
貸
住
宅
は
40
平
方

　
メ
ー
ト
ル
以
上
）
で
あ
る
こ
と
。

　
な
お
、
減
額
の
適
用
を
受
け
る

に
は
、
認
定
を
受
け
て
新
築
さ
れ

た
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書

類
を
添
付
し
て
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

税
務
課
　
�
23
‐
７
６
1
5

か
ね

こ
　

た
け
し

た
か

だ

さ
ん

き

す
ず

き

あ

き

ひ

こ

そ

ふ

え

ふ

み

お
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今月の人口
平成21年9月1日現在（前月比）

総人口…… 51,207人
　　　　　　　（－29）
男………… 25,204人
　　　　　　　（－23）
女………… 26,003人
　　　　　　　 （－6）

世帯数………16,562

出生…31人

死亡…44人

転入…79人

転出…96人

※転出の取り消しなどで、総人

　口前月比の合計と異動事由の

　集計が一致しない月もありま

　す。

広
告

生
涯
学
習
課

�
23
‐
7
6
5
4

「
時
代
布
の
ふ
り
袖
展
」

　
門
前
町
の
風
情
を
残
す
門
谷
の

地
に
、
時
代
布
の
ふ
り
袖
が
古
の

浪
漫
を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
す
。

　
10
月
１
日

（木）
〜
31
日

（土）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
休
館
日
は
月
・
火
曜
日
（
祝
日

　
の
場
合
は
翌
日
）

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

み

に

こ

ん

か

ん

設
楽
原
歴
史
資
料
館

�
22
‐
0
6
7
3

　
体
育
の
日
に
、
気
持
ち
の
よ
い

汗
を
か
き
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

　
10
月
12
日

（祝）

　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
２
時

※
雨
天
の
場
合
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　
ル
フ
大
会
以
外
は
中
止

　
歩
こ
う
会
は
10
月
18
日

（日）
に

　
延
期

　
桜
淵
い
こ
い
の
広
場
ほ
か

　
・
歩
こ
う
会

　
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
・
小
学
生
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

　
・
ダ
ー
ツ
、
卓
球
、
ペ
タ
ン
ク

第
3
回

　
「
寛
永
諸
家
系
図
伝
」
に
見
る

長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
参
戦
将
士

の
記
録

　
９
月
27
日

（日）
　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
将
軍
徳
川
家
光
の
命
に
よ
り
編

　
纂
さ
れ
た
大
名
・
旗
本
諸
家
約

　
１
，

４
０
０
余
家
の
系
譜
集
を

　
基
に
、
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い

　
に
参
戦
し
た
将
士
の
記
録
に
つ

　
い
て

　
新
城
市
郷
土
研
究
会

　
会
長
　
夏
目
利
美

氏

　
35
人

　
無
料

第
４
回

　
岩
瀬
忠
震
の
開
国
観
品
川
砲
台

　
前
後
そ
の
２

　
10
月
18
日

（日）
　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
　

　
開
国
交
渉
に
当
た
っ
た
担
当
者

　
の
一
人
、
設
楽
原
ゆ
か
り
の
外

　
国
奉
行
岩
瀬
忠
震
の
開
国
観
に

　
つ
い
て

　
設
楽
原
を
ま
も
る
会

　
会
長
　
小
林
芳
春

氏

　
35
人

　
無
料

　
毎
年
恒
例
の
０
〜
３
歳
の
小
さ

な
お
子
さ
ん
で
も
楽
し
め
る
運
動

会
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
10
月
21
日

（水）

　
午
前
10
時
15
分
〜
11
時
30
分
　

　
桜
淵
い
こ
い
の
広
場

※
雨
天
の
場
合
は
新
城
青
年
の
家

　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　
親
子
１
組
300
円

※
２
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
１
人

　
に
つ
き
200
円
追
加

　
10
月
13
日

（火）

　
急
病
や
交
通
事
故
な
ど
の
救
急

事
案
で
は
、
救
急
隊
員
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
の
適
切
な
応
急
手
当

が
重
要
で
す
。

　
応
急
手
当
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

救
命
講
習
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
。

　
10
月
11
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す

　
る
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法

　
中
学
生
以
上

　
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
無
料

　
筆
記
具

　
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
10
月
11
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
う
で
こ
き
山
周
辺

　
新
城
青
年
の
家

　
博
物
館
学
術
委
員
（
植
物
分
野
）

　
50
人

　
大
人
　
　
　
　
　
　
　
　
500
円

　
小
・
中
学
生
　
　
　
　
　
300
円

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
採

　
集
用
具
、
虫
よ
け
な
ど

　
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装
（
長

　
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
な
ど
）

「
定
年
準
備
セ
ミ
ナ
ー
in
新
城
」

　
お
お
む
ね
45
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

ご
夫
婦
で
の
参
加
や
人
事
担
当
者

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
11
月
７
日

（土）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
必
要
性

　
・
退
職
前
後
の
主
な
手
続
き
と

　
　
基
礎
知
識
（
健
康
保
険
、
雇

　
　
用
保
険
、
厚
生
年
金
、
税
金
）

　
30
人
（
先
着
順
）

　
10
月
１
日

（木）

　
午
前
10
時

　
文
化
会
館

　
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
入
れ
ま

　
す
。

ス
ポ
ー
ツ
課

�
23
‐
７
６
５
3

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

�
22
‐
1
1
1
9

企
画
課
秘
書
室

�
23
‐
7
6
1
8

h
ish

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

（社）
愛
知
県
雇
用
開
発
協
会

あ
い
ち
高
齢
期
雇
用
就
業

支
援
セ
ン
タ
ー

�
０
５
2
‐
218
‐
5
6
5
1

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

広
告

新城市字宮ノ西4-16（新城駅前2分）

電話0536-22-4175（よいな・ゴー）

「相続」、「遺産」などで悩んでいませんか？

会社・ＮＰＯ設立　補助金・助成金　契約

農地法許可・届出　不動産売買・賃貸

離婚　遺言・相続　任意後見　入国管理…

くらし・ビジネスなんでも相談屋

誰に相談すればいいの…いくらかかるの…

〔すずたつ〕　鈴木達也行政書士事務所 検索
無料メルマガ会員募集　相続マニュアルプレゼント！

�

長
唄

　
12
月
５
日
、
12
日

　
平
成
22
年
１
月
９
日
、
16
日
、

　
23
日
（
全
土
曜
日
）

　
午
後
１
時
〜
３
時

　
文
化
会
館

　
杵
屋
六
秋

氏
、
杵
屋
六
春

氏

　
15
人

　
11
月
21
日

（土）

詩
吟

　
11
月
10
日
、
17
日
、
24
日

　
12
月
１
日
、
８
日

　
（
全
火
曜
日
）

　
午
後
７
時
〜
９
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
不
朽
流
宗
家
五
代

 
大
伊
達
不
朽

氏

　
20
人

　
10
月
31
日

（土）

油
絵

　
11
月
11
日
、
18
日
、
25
日

　
12
月
２
日
、
９
日

　
（
全
水
曜
日
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　
梅
澤
　
弘

氏

　
20
人

　
10
月
31
日

（土）

社
交
ダ
ン
ス

　
11
月
７
日
、
21
日
、
28
日

　
12
月
５
日
、
12
日

　
（
全
土
曜
日
）

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

　
文
化
会
館

　
馬
渕
真
弓

氏

　
40
人

　
10
月
29
日

（木）

津
軽
三
味
線

　
11
月
10
日
、
17
日

　
12
月
８
日
、
22
日

　
平
成
22
年
１
月
19
日

　
（
全
火
曜
日
）

　
午
後
７
時
〜
8
時
30
分

　
文
化
会
館

　
津
軽
三
味
線
 

雅
會

　
鈴
木
和
人

氏

　
20
人

　
10
月
31
日

（土）

※
三
味
線
は
用
意
い
た
し
ま
す
。

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

　
12
月
５
日
、
26
日

　
平
成
22
年
１
月
９
日
、
16
日
、

　
23
日
（
全
土
曜
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
文
化
会
館

　
ハ
ー
ブ
あ
ん
ど
ア
ロ
マ
歩
歩

　
高
木
康
子

氏

　
15
人

　
11
月
21
日

（土）

行
書
ペ
ン
習
字

　
11
月
11
日
、
18
日
、
25
日

　
12
月
２
日
、
９
日

　
（
全
水
曜
日
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

　
文
化
会
館

　
中
根
修
巳

氏

　
20
人

　
10
月
31
日

（土）

※
ご
希
望
の
方
は
１
講
座
に
つ
き
 

 

　
1
,

0
0
0
円
を
添
え
て
新
城

　
市
文
化
協
会
（
文
化
会
館
内
）

　
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
火
・

　
木
・
土
曜
日
）
。
定
員
に
な
り

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
材
料
費

　
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

新
城
市
文
化
協
会

�
23
‐
7
6
5
6

　
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
・
生

徒
の
「
や
る
気
」
の
啓
発
と
、
数

学
へ
の
関
心
を
高
め
る
目
的
で
平

成
10
年
度
か
ら
「
数
楽
チ
ャ
レ
ン

ジ
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
開
催
し
ま
す
の
で
多

く
の
児
童
・
生
徒
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
７
日

（土）

　
午
前
９
時
30
分

　
新
城
東
高
等
学
校

　
小
学
校
５
年
生
〜
中
学
校
３
年
生

　
無
料

※
参
加
希
望
の
方
は
、
各
小
・
中

　
学
校
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課

�
23
‐
７
６
5
2

な
つ

め

と

し

み

こ

ば

や

し

よ

し

は

る

い

わ

せ

た

だ

な

り

い
に
し
え

ろ

　
ま

ん

●申
●問

●em

●対

●対

●持

●持

●￥

●￥●￥ ●他

●他 ●他

●他

●講●講 ●講

●定

●定●定

●〆

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

●申
●問
■本

●時 ●問
■鳳

●申
●問

●内

●内

●内

●所

●所

●所

●所

●所

●時

●時

●時

●時●￥●￥ ●定●定 ●内●内 ●所

●所

●所 ●時●時 ●所 ●時

●時
■本
●問

■本
●問

●問

●申
●問

き

ね

や

ろ

く
し
ゅ
う

き

ね

や

ろ

く

は
る

ま
　
ぶ

ち

ま

ゆ
み

た
か

ぎ

や
す

と

な

か

ね

お

さ

み

へ

ん

さ

ん

す
ず

き

か
ず

と

お
お

だ

て

ふ
き
ゅ
う

う
め
ざ
わ
　
　
ひ
ろ
し

●時●所

●所

●講●定●〆●時

●所 ●講●定●〆●時●所●講●定●〆●時

●所●講●定●〆

●時●所●講●定●〆

●時●所●講●時●所●講 ●定●〆●定●〆 ●申
●問

●時●所●対●￥
■本
●問
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保
険
医
療
課

�
23
‐
7
6
2
5

市
民
安
全
対
策
室

�
23
‐
7
6
1
3

　
市
内
で
は
昨
年
の
１
年
間
で
、

侵
入
盗
を
は
じ
め
、
車
上
ね
ら
い

や
自
販
機
ね
ら
い
な
ど
の
街
頭
犯

罪
が
218
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
車
上
ね
ら
い
や
部
品
ね
ら

い
が
特
に
国
道
151
号
線
沿
い
に
お

い
て
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
移
動
式
の

防
犯
用
赤
色
回
転
灯
「
み
は
り
ク

ン
」
を
地
域
の
自
主
防
犯
団
体
な

ど
に
貸
し
出
し
ま
す
。

　
貸
し
出
し
を
ご
希
望
の
方
は
、

市
民
安
全
対
策
室
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

貸
出
期
間

　
１
年
間

※
状
況
に
よ
り
延
長
可

電
気
料

　
１
台
当
た
り
月
額
約
65
円

※
電
気
料
は
使
用
す
る
団
体
な
ど

　
で
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
利
用
し
て
大
会
な
ど
を
開
催
す

る
予
定
が
あ
る
団
体
は
、
施
設
を

優
先
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
内
に
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
期
間
内
に
申
し
込
み
が

な
い
場
合
、
会
場
の
確
保
が
難
し

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
施
設

　
・
県
営
新
城
総
合
公
園
（
陸
上

　
　
競
技
場
、
野
球
場
、
競
技
場
、

　
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

　
・
桜
淵
い
こ
い
の
広
場
（
西
側

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　
・
有
海
緑
地
公
園
（
競
技
場
、

　
　
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

　
・
市
民
体
育
館
（
競
技
場
、
分

　
　
館
、
会
議
室
）

受
付
期
間

　
・
県
営
新
城
総
合
公
園

　
　
平
成
22
年
４
月
〜
６
月
分

　
　
10
月
１
日

（木）
〜
19
日

（月）

　
　
平
成
22
年
７
月
〜
平
成
23
年

　
　
３
月
分

　
　
12
月
１
日

（火）
〜
18
日

（金）

　
・
そ
の
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
　
平
成
22
年
度
分

　
　
12
月
１
日

（火）
〜
18
日

（金）

受
付
時
間

　
午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

　
姿
勢
改
善
と
脂
肪
燃
焼
の
た
め

に
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
ま
ず
、
一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
体
は
必
ず
応
え

て
く
れ
ま
す
。

　
10
月
９
日

（金）
〜
12
月
11
日

（金）

　
毎
週
金
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

　
鳳
来
中
央
集
会
所

　
市
内
在
住
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

　
興
味
の
あ
る
方

　
50
人

　
無
料

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
開
始

　
９
月
28
日

（月）
　
午
前
８
時
30
分

※
申
し
込
み
は
電
話
の
み
で
す
。

　
都
市
計
画
課
で
は
、
都
市
計
画

に
関
す
る
事
項
を
調
査
・
審
議
す

る
た
め
、
都
市
計
画
審
議
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
審
議
会
へ

一
般
市
民
の
方
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期

　
平
成
21
年
12
月
1
日
〜
平
成
23

　
年
11
月
30
日
の
2
年
間

　
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

　
若
干
名

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　
職
業
、
略
歴
、
応
募
の
動
機
を

　
明
記
し
、
10
月
1
日

（木）
か
ら

　
23
日

（金）
ま
で
に
郵
便
ま
た
は

　
Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど

　
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
様
式
は

　
問
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
面
接

　
で
決
定
し
ま
す
。

都
市
計
画
課

�
23
‐
7
6
4
0

�
23
‐
7
0
4
7

to
sh

i@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

ス
ポ
ー
ツ
課

�
23
‐
７
６
5
3

「育てよう　豊かな心　読書から」

　10月は「青少年によい本をすすめる

県民運動」の強調月間です。図書館では、

県選定の優良図書を特集します。その

中から、おすすめ図書を紹介します。

ゆ
と
り
も
ち
　
左
右
の
確
認
　
今
一
度

〜
交
差
点
に
は
重
大
事
故
の
危
険

が
潜
ん
で
い
ま
す
〜

　
交
差
点
と
そ
の
付
近
は
、
最
も

事
故
が
発
生
し
や
す
い
場
所
で
あ

り
、
信
号
無
視
、
歩
行
者
妨
害
、

一
時
不
停
止
に
よ
る
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
運
転
手
の
み
な
さ
ん
は
、
交
差

点
に
入
ろ
う
と
す
る
と
き
や
、
交

差
点
内
を
通
行
す
る
と
き
は
、
右

折
車
や
歩
行
者
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

新
城
警
察
署

�
22
‐
0
1
1
0

新城図書館 　�23‐2333●問

開館時間　午前9時～午後8時

連日開館　休館日は月末1日のみ

貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

図書返却　3地区のブックポストでも可

貸出券作成　鳳来・作手各総合支所で交付

　　　　　申請可。後日、自宅に郵送

新城図書館のご案内

幼 児 向 け

「じかきむしのぶん」

　　松竹いね子／作　福音館書店

　字書き虫が生まれ

て、幼虫からさなぎ

になり、飛び立って

いくまでを描いた感

動の絵本です。

小 学 生 向 け

「宇宙においでよ！」

　　野口聡一／著　講談社

　宇宙飛行士の野口さんの宇宙案内の

本です。宇宙ステーションやスペース・

シャトル、飛行士訓練のことがよくわ

かります。（５年生ぐらいから）

中学生・高校生向け

「イメージの森のなかへ」全８冊

　　利倉　隆／著　二玄社

　ダ・ヴィンチやゴッ

ホなど８人の画家の名

画を、多くの部分図版

を使って、やさしく解

説してくれます。

青 年 向 け

「Re-born　はじまりの一歩」

　伊坂幸太郎ほか／著　実業之日本社

　７人の作家が新たな出会いと出発を

テーマに描く短編集です。中でも「あ

の日の二十メートル」が特におすすめ

です。 　
児
童
手
当
（
6
〜
9
月
分
）
を
10

月
５
日

（月）
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

受
給
者
の
方
は
金
融
機
関
で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

※
出
産
、
転
居
、
転
職
な
ど
の
際

　
は
児
童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
届

　
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
課

�
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
1
1

講
座

　
10
月
31
日

（土）

　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

　
（
受
付
午
前
10
時
30
分
）

　
車
椅
子
や
高
齢
者
疑
似
体
験
セ

　
ッ
ト
を
使
っ
て
街
を
調
査
し
、

　
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
の
考

　
え
方
を
学
び
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー

　
11
月
７
日

（土）

　
午
後
１
時
〜
５
時

　
（
受
付
午
後
０
時
30
分
）

　
「
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
街
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
人

　
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
に
つ
い

　
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

　
ン
を
行
い
ま
す
。

　
豊
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

　
豊
橋
市
松
葉
町
二
丁
目
63
番
地

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
50
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
無
料

※
昼
食
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
10
月
16
日

（金）
ま
で
に
電
話
ま

　
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

　
施
設
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
く
の
有
料
駐
車
場
ま
た
は
、

　
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
10
月
17
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
１
，

０
０
０
円
を
ご
用
意
く
だ

　
さ
い
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
18

　
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者（
キ

　
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　
い
方
な
ど
）

申
込
期
間

　
9
月
24
日

（木）
〜
10
月
8
日

（木）

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
氏
名
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
1
2

�
23
‐
2
0
0
2

jo
h

o
-2

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

都
市
計
画
課

�
23
‐
7
6
4
0

�
23
‐
7
0
4
7

　
地
域
の
出
来
事
・
身
近
な
話
題

な
ど
、
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

を
、
「
”

ホ
ッ

“
と
情
報
」
の
コ

ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。

　
時
間
は
、
写
真
･
ビ
デ
オ
な
ど

の
映
像
を
取
り
入
れ
、
２
分
以
内

で
す
。

　
11
月
放
送
分
の
撮
影
を
、
10
月

23
日

（金）
に
行
い
ま
す
。
出
演
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
月
9
日

（金）
ま
で
に
じ
ょ
う
ほ
う
課
へ
、
E

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
政
治
・
宗
教
・
営
業
な
ど
に
か

　
か
わ
る
放
送
は
で
き
ま
せ
ん
。

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
2
3

�
23
‐
7
2
9
6

jo
h

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

●時●所●対

●対

●￥

●定

●定

●応

●em

●申
●問
■本

●申
●問
■本

●申
●問
■本

しょうちく

の ぐ ち そ う い ち

と し く ら 　 　たかし

い さ か こ う た ろ う

リ ・ ボ ー ン

■鳳 ■本

●申
●問

■本

●申
●問

■作

●問

●応 ●申
●問
■本

●内●内●所 ●時●時

●応

●対

●対

●￥ ●定

●定●他 ●￥

●所 ●時

●em

●申
●問
■本

●em
●問
■本
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●問 市民病院　総務課
�23‐7852

　
尿
管
結
石
は
そ
の
名
の
と
お
り
腎

臓
か
ら
膀
胱
に
尿
を
送
り
込
む
管
に

石
が
あ
る
状
態
で
す
。
石
と
い
っ
て

も
地
面
な
ど
に
転
が
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
体
内
で
尿
酸
や

シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
が
結
晶

化
し
て
で
き
た
も
の
で
す
。

　
尿
管
結
石
の
症
状
と
し
て
代
表
的

な
も
の
が
、
「
激
痛
」
で
す
。
脇
腹

を
中
心
に
「
地
獄
の
苦
し
み
」
と
ま

で
形
容
さ
れ
る
ほ
ど
の
激
し
い
痛
み

が
突
然
襲
っ
て
く
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
結
石
が
大
き
く
な
る
と
、
尿
管
を

内
側
か
ら
傷
つ
け
、
血
尿
と
な
る
こ

と
で
尿
管
結
石
の
存
在
に
気
付
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
症
状
と
し
て
は
、
腎

臓
か
ら
膀
胱
へ
尿
が
送
ら
れ
に
く
く

な
る
こ
と
で
、
尿
量
の
減
少
や
、
ひ

ん
尿
、
残
尿
感
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ひ
ど
く
な
る
と
、
結
石
に
よ
っ
て
尿

管
が
塞
が
れ
、「
水
腎
症
」
を
発
症
し
、

腎
機
能
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
尿
管
結
石
は
、
症
状
が
あ
ら
わ
れ

て
か
ら
で
な
く
て
も
検
尿
や
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
Ｃ
Ｔ
な
ど
に
よ
り
診
断
が
可

能
で
す
。

　
治
療
法
と
し
て
は
、
基
本
的
に
小

さ
な
結
石
な
ら
ば
鎮
痛
剤
な
ど
を
服

用
し
て
自
然
に
排
出
さ
れ
る
の
を
待

ち
ま
す
。
自
然
排
出
が
難
し
い
よ
う

な
大
き
さ
の
場
合
に
は
、
体
外
衝
撃

波
結
石
破
砕
術
や
、
内
視
鏡
手
術
、

外
科
手
術
な
ど
に
よ
り
結
石
を
細
か

く
し
た
り
除
去
し
た
り
し
ま
す
。

　
結
石
が
で
き
て
し
ま
う
の
は
、
食

事
の
偏
り
や
過
食
、
運
動
不
足
な
ど

が
主
な
原
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
度
発
症
し
、
治
療
を
受
け

て
結
石
が
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
以
後
今
ま
で
と
同
じ
生
活
を
続

け
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
遅
か
れ

早
か
れ
再
発
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
結
石
の
再
発
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
食
生
活
の
改
善
が
早
道
で
す
。

　
尿
酸
を
生
み
出
す
た
ん
ぱ
く
質
や

シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
も
と
と
な

る
シ
ュ
ウ
酸
を
摂
り
過
ぎ
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
シ

ュ
ウ
酸
が
含
ま
れ
て
い
る
食
品
は
、

ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
の
葉
物
野
菜
や
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、
紅
茶
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
体
内
で

代
謝
さ
れ
シ
ュ
ウ
酸
を
作
る
の
で
、

過
剰
に
摂
取
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　
結
石
の
予
防
法
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
　
減
塩

２
　
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
を
摂
り
過

　
　
ぎ
な
い

３
　
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
摂
り
過
ぎ
な
い

４
　
寝
る
直
前
に
食
事
を
し
な
い

５
　
１
日
の
尿
量
が
２
リ
ッ
ト
ル
程

　
　
度
に
な
る
よ
う
に
水
分
を
摂
る

　
こ
の
５
つ
の
こ
と
が
実
行
で
き
れ

ば
、
か
な
り
結
石
形
成
を
予
防
で
き

ま
す
。

　
尿
管
結
石
で
つ
ら
い
痛
み
を
味
わ

う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
早
期
発
見
で

早
め
に
治
療
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に

は
年
に
１
度
の
健
診
で
、
血
液
検
査

や
尿
検
査
で
尿
管
結
石
の
有
無
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
再
発
し
や
す
い
尿
管
結
石
は
、
１

度
痛
み
を
起
こ
し
た
ら
症
状
が
治
ま

っ
て
も
必
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
結
石
が
残
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か

を
調
べ
る
検
査
に
は
、
腹
部
Ｘ
線
検

査
や
腎
盂
・
尿
管
造
影
検
査
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
泌
尿
器
科
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新城市民病院

　　副院長　　鈴木明彦
（泌尿器科）

※写真前列左

に
ょ
う
か

ん

け

っ

せ

き

じ

ん

ぞ

う

ぼ

う

こ

う

ふ

さ

す

い

じ

ん

ち

ん

つ

う

か
た
よ

と

た

い

し

ゃ

じ
ん

う
　
　
　
に
ょ
う
か
ん
ぞ
う
え
い

た
い
が
い
し
ょ
う
げ
き

は
　け
っ

せ
き

は

さ
い

す ず 　 き 　 あ き ひ こ
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新城保健センター �23‐8551

鳳来保健センター �32‐2811

作手保健センター �37‐2839

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

　
11
月
15
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

 
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
体
成
分
分
析
測
定
（
要
申
込
）

　（
筋
肉
や
脂
肪
の
付
き
方
を
測
定
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
（
要
申
込
）・
８
０
２
０
表
彰
・

　
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
試
食
・

　
遊
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
こ
ど

　
も
ナ
ー
ス
体
験
（
当
日
受
付
）
・

　
動
脈
硬
化
検
査
（
当
日
受
付
）

※
す
べ
て
無
料

　
10
月
16
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
22
日

（木）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
市
健
康
づ
く
り
食
生
活

改
善
協
議
会
（
担
当

大
橋
）

�
32
‐
１
４
６
４

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
14
日

（水）
　
午
前
実
施

 
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮
が

　
ん
・
乳
が
ん
・
肺
が
ん
（
X
線
・
 
 
 

 
喀
痰
）

※
大
腸
が
ん
検
診
・
喀
痰
検
診
の
 
 

 
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
作
手
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
容
器
な
ど
を

　
お
渡
し
し
ま
す
。

　
10
月
27
日

（火）

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

 
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

 
食
に
関
す
る
講
演
会
、
調
理
実

　
習
、
会
食

 
市
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

　
15
人

 
500
円

 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

※
10
月
10
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
10
月
30
日

（金）
　
午
前
実
施
　

※
乳
が
ん
検
診
は
、
一
日
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・

　
子
宮
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
50
歳
以

　
上
の
方
で
胃
が
ん
と
セ
ッ
ト
で

　
の
受
診
で
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
新
城
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま

　
す
。

※
自
己
負
担
金
は
広
報
し
ん
し
ろ

　
「
ほ
の
か
」
9
月
号
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

お問い
合わせ

　
10
月
13
日

（火）
〜
平
成
22
年
1

　
月
29
日

（金）

 
市
内
医
療
機
関

※
事
前
に
医
療
機
関
へ
の
予
約
 

　
が
必
要
で
す

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
に

　
該
当
さ
れ
る
方

　
・
65
歳
以
上
で
接
種
を
希
望

　
　
す
る
方
（
10
月
上
旬
ご
ろ

　
　
対
象
者
に
は
案
内
状
を
送

　
　
付
し
ま
す
）

　
・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
　
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・

　
　
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

　
　
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の

　
　
あ
る
方
（
接
種
時
に
、
障

　
　
害
者
手
帳
ま
た
は
主
治
医

　
　
の
診
断
書
を
ご
持
参
く
だ

　
　
さ
い
）

　
１，
０
０
０
円

※
接
種
し
た
医
療
機
関
で
お
支

　
払
い
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

　
生
活
保
護
世
帯
と
市
民
税
非

　
課
税
世
帯
の
方
は
、
自
己
負

　
担
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
該

　
当
の
方
は
、
予
防
接
種
を
受

　
け
る
前
に
各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
で
は
、
が
ん
検
診
の
受
診

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
が
ん

の
早
期
発
見
と
健
康
意
識
の
普

及
・
啓
発
を
図
る
た
め
に
、
特

定
の
年
齢
の
女
性
に
検
診
手
帳

と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
が
行
っ
て
い
る
集
団
・
個

別
の
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
の
自
己
負
担
金
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
９
月
下
旬
に
手

帳
と
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま

す
。

※
７
月
１
日
以
降
に
市
内
に
転

　
入
さ
れ
た
方
は
新
城
保
健
セ

　
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

昭和63年4月2日～
平成元年4月1日

昭和58年4月2日～
昭和59年4月1日

昭和53年4月2日～
昭和54年4月1日

昭和48年4月2日～
昭和49年4月1日

昭和43年4月2日～
昭和44年4月1日

昭和43年4月2日～
昭和44年4月1日

昭和38年4月2日～
昭和39年4月1日

昭和33年4月2日～
昭和34年4月1日

昭和28年4月2日～
昭和29年4月1日

昭和23年4月2日～
昭和24年4月1日

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
月
16
日

（金）

　
午
前
９
時
45
分
〜
正
午

　
平
成
20
年
12
月
〜
平
成
21
年

　
6
月
生
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と

　
そ
の
保
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

年齢　　　生年月日

①子宮頚がん ②乳がん

年齢　　　生年月日

対象者　6月30日現在市内に住所を有し、
　　　　以下の表に該当される方

か

く

た

ん

●申
●問

●申
●問

●時●時

●時

●申
●所

●時

●時●時

●申
●所

●所●所

●所

●時 ●申
●所

●対

●対

●対

●持

●持

●￥

●￥

●内●内

●内●内

●定

●申
●所

●申
●所

●時●対



広報しんしろ［ほのか］　2009.10 18

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
�
22
‐
1
1
3
3

　http://w
w

w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

�
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

�
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ

 

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

�
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

20年 26

21

－5

0

0

0

34

26

－8

34

26

－8

127

97

－30

21年

増減

8月中

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

178

163

－15

1

3

2

205

205

0

206

208

2

805

799

－6

20年

21年

増減

分

累計
8月末
現在

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

鳳来保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

市民体育館第1会議室

勤労青少年ホーム

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

10/5（月）　午前9時　（要予約）

10/5（月）　午前10時　（要予約）

10/20（木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

10/8（木）午前10時～午後3時※5日（月）正午までに要予約

10/23（金）午前10時～午後3時※20日（金）正午までに要予約

10/14（水）、28（水）　午後1時～4時（要予約）

10/1（木）、15（木）　午後1時～4時

10/7（水）、21（水）　午後1時～4時

10/13（火）　午後1時～4時

10/9（金）　午後1時～4時

10/14（水）　午後1時30分～3時30分

10/28（水）　午後4時～8時　（要予約）

10/13（火）、27（火）午前10時30分～午後2時30分

10/20（火）　午後1時～4時　（要予約）

10/13（火）　午前10時～午後3時

10/27（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

10/3（土）、17（土）　午前9時～正午　（要予約）

10/10（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

32-2811

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7628

23-7625

23-7640

32-1977

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ �　　　申し込み・問い合わせ

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

計

56
人

36
人

27
人

55
人

419
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募
集

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機
関

の
た
め
す
べ
て
無
料
で
す
。

・
お
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

　
仕
事
の
相
談
、
面
接
希
望
者

　
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・
職
務

　
経
歴
書
な
ど
各
種
書
類
の
書

　
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る
会

　
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込
み
、
求

　
人
条
件
に
関
す
る
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

�
22
‐
1
1
6
0

※
平
成
21
年
7
月
末
現
在
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

　毎月テーマごとに、ティーズエリアの美味し

いお店を紹介する「ぐるぐるぐるめらんど」。

今月は洋食特集です。ハンバーグにオムラ

イス、グラタン、カツレツ、エビフライ…みん

な大好きですよね。今月はそんな美味しい

西洋料理の魅力をたっぷりとお伝えします。

さぁて、今週はどのお店のどんな洋食が飛び

出すか、お楽しみに
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生活衛生課　�22‐0521・�22‐0554

●問 環境課　　　�23‐7677・�23‐8388本

生ごみ処理器などを使用した感想は
いかがですか。

生ごみ処理器などを使用することで、
家庭から出るごみは減りましたか。

門谷、玖老勢、副川、海老、四谷、

連合、布里、只持、一色、塩瀬、島田、

源氏、恩原、大輪、湯島

　
10
月
か
ら
一
部
の
地
区
で
「
可
燃
ご

み
」
の
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す
。

　
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
収
集
漏
れ
な

ど
を
な
く
す
た
め
、
必
ず
収
集
日
当
日

の
朝
8
時
30
分
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
集

積
場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
生
ご
み
処
理
器
な
ど
（
コ
ン
ポ
ス
ト
・

電
気
生
ご
み
処
理
機
）
を
普
段
か
ら
使

っ
て
い
る
方
に
、
そ
の
効
果
や
感
想
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
平
成
19
年

度
と
平
成
20
年
度
に
、
市
の
「
生
ご
み

処
理
器
等
設
置
費
補
助
制
度
」
を
利
用

し
て
機
器
を
購
入
さ
れ
た
方
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　
結
果
は
、
機
器
を
使
っ
て
ご
み
が
減

っ
た
こ
と
か
ら
満
足
し
て
い
る
と
回
答

し
た
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
処
理
し
た
生
ご
み
は
、
畑
や
園
芸
な

ど
で
堆
肥
と
し
て
有
効
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
処
理
す
る
際
に
コ
ン
ポ
ス
ト

で
は
臭
い
や
虫
が
気
に
な
る
、
電
気
式

で
は
音
や
熱
が
気
に
な
る
と
い
っ
た
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
市
内
の
販
売
店
で
機
器
を

購
入
さ
れ
た
方
を
対
象
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し

ご
み
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
購
入
す
る
際
は
、
機
器
の
特

徴
を
よ
く
確
認
し
家
庭
に
合
っ
た
も
の

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　
補
助
の
条
件
や
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
生
活
衛
生
課

で
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
か
ら
、
市
で
は
地
球
温
暖
化

防
止
の
一
環
と
し
て
、
家
庭
で
誰
で
も

気
軽
に
取
り
組
め
る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン

倶
楽
部
」
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
ニ
ガ
ウ
リ
、
ヘ
チ
マ
、

ア
サ
ガ
オ
な
ど
の
つ
る
植
物
を
ご
家
庭

の
窓
や
壁
面
に
茂
ら
せ
、
夏
の
強
い
日

差
し
を
さ
え
ぎ
り
涼
し
い
風
を
部
屋
の

中
に
呼
び
込
む
こ
と
で
、
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
る
時
間
を
減
ら
し
、
省
エ
ネ
と
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
６
月
末
ま
で
に
、
25
人
の
方
が
緑
の

カ
ー
テ
ン
倶
楽
部
に
登
録
（
チ
ャ
レ
ン

ジ
宣
言
）
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
や

ア
イ
デ
ア
を
実
践
し
、
楽
し
み
な
が
ら

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

よ
う
す
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
倶
楽
部
員
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
省

エ
ネ
効
果
や
感
想
を
参
考
に
、
来
年
は

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
は
コ
ン
テ
ス
ト

形
式
に
よ
る
表
彰
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
、
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

・
学
習
机
（
子
ど
も
用
）

・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー

　
（
Ｗ
Ｉ
Ｎ
95
・
98
用
）

・
14
イ
ン
チ
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
本
）

・
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク
（
健
康
器
具
）

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
機
織
機
（
は
た
お
り
き
）

・
子
ど
も
用
金
属
バ
ッ
ト

　
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
）

・
グ
ロ
ー
ブ
（
右
き
き
用
）

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
（
支
柱
付
き
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の

あ
る
人
は
、
①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
を

生
活
衛
生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

上表以外の地区にお住まいの方は、現在の収集日に出してください。
※詳しくは「資源・ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

こんな工夫をしました！
・水やりと肥料の量をこまめに調節しました。

・水やりには、なるべく雨水を利用しました。

・朝と夕方の2度、水やりをしました。

・最初のころの花は、実を大きくするために摘みました。

・肥料は、木酢・液肥・油かすを使用し、やり過ぎに注意

　しました。

・大きめのプランターを使用しました。など

コンポスト

・臭いと虫が気になる。

・薬や土を入れたり、家から畑へ運ぶのに手間が掛かる。

・堆肥になるまで時間が掛かる。

電気生ごみ処理機

・エコ製品に電気を使うことに疑問を感じたのでコンポストに替えた。

・処理中の音が大きいので気になる。手入れにも手間が掛かる。

・処理機が高温になるのが気になる。

・室内に置くと臭いが気になる。

・臭いを抑えるため、野菜くずだけ処理している。

その他の意見

・生ごみが処理できるので、可燃ごみの水分が減り軽くなった。

・堆肥を園芸で利用しているが、使い切れず可燃ごみに出している。

・処理機を使うことで、特に夏季は可燃ごみの臭いが軽減されている。

主なご意見・ご感想
・みんなが涼しいと感じるだけで、「マイナス１℃感」はありました。

・日差しの侵入防止と涼しい風で過ごしやすかった。

・目に優しく、実がなるのでみんなが楽しめました。

・緑のカーテンのおかげで、エアコンの使用頻度が少なく済みました。

・エアコンの稼働時間（約１カ月分）が減りました。

・子どもたちも緑のカーテンができるのが楽しいらしく、水やりをよくやって

　くれました。

・アサガオの生育を毎日孫と観察し、花の数を数えて楽しみました。

・見た目も涼しく感じ、気分も最高でした。

・一昨年はアサガオ、今年はゴーヤ、ぜひ来年も行いたい。

・スイカに挑戦しましたが、応募するころに枯れて失敗しました。

・今年は、肥料のやり過ぎで失敗しましたが、来年こそはがんばります。

・省エネ効果はもちろん、毎年網戸に来る虫が飛んで来なくなりました。など

地　 区� 　　　　　行　政　区　名� 　　　　　　　収集日

8月5日撮影

8月12日撮影

8月12日撮影8月11日撮影

8月13日撮影

7月11日撮影

8月14日撮影8月7日撮影

7月16日撮影

鳳 来 火・金

こんな意見が
ありました！

やや不満
10人

（14%）
満足
30人

（43%）

ほぼ満足
28人

（40%）

少し減った
26人

（36%）
かなり減った

41人
（56%）

変わらない
6人

（8%）

不満
2人

（3%）

使
え
る
も
の
は
、
処
分
せ
ず
に

再
使
用
し
ま
し
ょ
う
！
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　8月15日（土）、鬼久保ふれあい広

場でサマカン’09が開催され，作手

青年団によるイベントや鼓響（ひび

き）による和太鼓演舞などが行われ

ました。

今月の表紙

信
　
玄
　
砲

�
市
指
定
有
形
文
化
財

�
昭
和
39
年
５
月
９
日
　
指
定

文
化
課
　
�
23
‐
7
6
5
5

●問
■本

企画課　�23‐7620●問 ■本

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

　
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
で
、

織
田
・
徳
川
連
合
軍
は
約

3,
0
0
0
丁
の
火
縄
銃
を
使

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
大
量
の
火
縄
銃

が
使
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
、
こ
の
戦
い
で
使
わ
れ

た
火
縄
銃
は
一
丁
も
残
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
戦
国

時
代
に
は
万
を
超
え
る
火
縄

銃
が
作
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

戦
い
で
用
い
ら
れ
た
の
で
す
が
、

現
在
、
残
さ
れ
て
い
る
戦
国

時
代
の
火
縄
銃
は
数
丁
し
か

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
信
玄
砲
は
そ
の
数
少

な
い
戦
国
時
代
の
火
縄
銃
の

一
丁
で
す
。
信
玄
砲
に
は
、

一
つ
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
元
亀
四
（
一
五
七
三
）
年
、
武

田
信
玄
は
二
万
の
軍
勢
で
菅

沼
定
盈
が
守
る
野
田
城
を
取

り
囲
み
ま
す
。
野
田
城
の
兵

は
武
田
軍
の
攻
撃
に
よ
く
耐
え
、

持
久
戦
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
夜
に
な
る
と

城
中
か
ら
笛
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
名

手
村
松
芳
休
が
吹
く
笛
の
音

に
惹
か
れ
た
信
玄
が
闇
に
ま

ぎ
れ
て
、
城
に
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。

　
城
の
中
で
そ
の
よ
う
す
を

見
て
い
た
火
縄
銃
の
名
手
鳥

居
三
左
衛
門
が
、
こ
の
火
縄

銃
で
信
玄
を
撃
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
と
き
に
撃
た
れ
た
ケ

ガ
が
原
因
で
武
田
信
玄
は
命

を
落
と
し
た
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
一
有
名
な
火

縄
銃
で
す
。

　
野
田
城
主
で
後
に
新
城
の

殿
様
と
な
っ
た
菅
沼
家
が
代
々

守
り
伝
え
て
き
た
も
の
で
、

現
在
は
宗
堅
寺
に
収
め
ら
れ
、

設
楽
原
歴
史
資
料
館
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

① 米3合は洗ってザルにあげておく。

② 炊飯器に米を入れ、水3合で普通に炊く。

③ 吹いてきたご飯に蜂の子としょう油・みりん・

　 酒を加え、炊き上げ良く蒸らす。

蜂の子佃煮

巣から取り出した蜂の子を空炒りしたものを、砂

糖・しょう油・酒で煮付けます。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（4人分）

　中市場区では、青少年の健全育成および健康
で楽しい区民のまちづくりを目的とした公民館
活動を実施するため、コミュニティ助成事業を
活用して、夏祭りの子ども神輿や盆踊りの太鼓
などを整備しました。また、公民館の備品も整
備しましたので、区や公民館の行事が充実し、
広く区民の参加・交流を促進することができる
ようになりました。

　天白コミュニティ推進委員会では、コミュニ
ティ助成事業を活用して、不足していた天白館
の備品を整備しました。館内にはテレビやDVD
プレーヤー、エアコン、血圧計や会議用テーブ
ルなどを補充し、会議や行事に活用しています。
購入したペタンクで世代を超えた交流も期待さ
れます。また館外に休憩所を設置したことで、
地区民の交流の場が充実しました。

10月8日～12月10日（毎週木曜日）

午後7時30分～8時30分

西部公民館（ちさと館）

1,200円（テキスト代）

毎週木曜日午後7時30分から8時30分まで

の間に直接西部公民館へお越しください。

開講式　　　　　　　　　　　　　

講演「手話を学ぶ皆様へ」

ミニ講演�耳のしくみについて

　　　　�コミュニケショーン方法

第1講座・会話編Ⅰ

ミニ講演　ろう者のくらし・戦争体験

第2講座・会話編Ⅱ

ミニ講演　ろう者のくらし・仕事

第3講座・会話編Ⅲ

ミニ講演　ろう者のくらし・コミュニケショーン

第4講座・会話編Ⅳ

ミニ講座　ろう者のくらし・子育て

第5講座・会話編Ⅴ

ミニ講演　ろう者の歴史

第6講座・会話編Ⅵ

ミニ講演　ろう者のくらし・運転免許

第7講座・会話編Ⅶ

ミニ講演　健聴者とろう者との違い

第8講座・まとめの発表会

閉講式・茶話会

手話サークル「イコール」入会手続き・そのほか

�米　3合  �蜂の子佃煮　70ｇ  �しょう油  15cc 
�みりん  30cc  �酒  15cc
エネルギー　464kcal・食塩　1.6g

　「へぼ」とは、「はちのこ」とも言い、くろすず

め蜂のことです。その「へぼ」の幼虫がとても

　 　美味で栄養があります。秋

そばの実るころ、へぼの巣

をとります。へぼの巣に

煙幕を張り、へぼを酔

わせて持ち帰り、親蜂

は飛ばないように羽を

焼き、幼虫は潰れない

ように取り出します。

平成21年度（財）自治総合センターによるコミュニティ助成事業

市社会福祉協議会　�23‐5618

日 程

10月

11月

12月

内　　　　　　　容

8日

15日

22日

29日

5日

12日

19日

26日

3日

10日

講 習 内 容

皆さんからの情報をお待ちしています

　広報しんしろ「ほのか」では、この
「しみんのトビラ」への情報をお待ちし
ています。
　イベント紹介や募集、地区の出来事な
ど、皆さんからの耳寄りな話をお寄せく
ださい。

血圧計

ペタンク

休憩所

文化課　�23‐7655

　「劇団ひまわり」によって、ひと夏の体験を通
して祖父と孫との心温まる交流が描かれます。
　10月21日（水）  午後１時30分開演（午後１時開場）
　文化会館
　ブロック指定内自由席
　一般　1,000円・中学生以下　500円
　小学生未満　無料
※文化会館ほかプレイガイドでチケット発売中
　小学校芸術鑑賞教室を兼ねています。

子ども神輿

信玄砲（銃身のみ）

●申

●問

●時

●所

●￥

●問 ●em

●時

●所

●￥

●他

●問 ■本
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8月7日�

8月1日�

8月13日�

　ふるさとのよさを体感するため、

新城・牛倉地区の大宮川、鳳来・

川合地区の乳岩川、作手・善夫地

区の菅沼川に親子せせらぎエリア

を設置しました。

　期間中、約1,000人の親子が清流

で水遊びを楽しみました。

8月1日�～16日�

　文化会館で英語コ

ンベンションを開催

しました。市内の小・

中学生約200人が参

加し、英語による歌、

劇、コントなどを披

露しました。

　桜淵公園で、毎年恒例の新

城納涼花火大会を行いました。

約2,000発の花火が夏の夜空に

上がり、約36,000人の観客が

楽しみました。

8月6日�

　第31回「全日本中学生水の作

文コンクール」で、新城中学校2

年の白井夏純さん（※左から二人目）

が全国で最優秀賞（国土交通大

臣賞）を受賞し、市長に報告を

行いました。

　作手高校などで、つくで高原花

の祭典が開催されました。愛知県

山村花き品評会、FBC学校花壇の

展示、ひまわり迷路などのイベン

トが行われました。

しら い　 か　す み
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257

JR飯田線

至
浜
松

至
浜
松

下吉田

上吉田

新東名ルート

至吉川

至富岡

竹ノ輪

黄柳野高校

山吉田小学校

本
長
篠
駅

鳳
来
総
合
支
所

本長篠

乗本

至
大
海

至湯谷

豊川

151

山吉田小前

黄柳野
　小学校

　
市
の
中
心
部
か
ら
車
で
20
分
、
山

と
田
ん
ぼ
の
緑
の
中
に
学
校
が
見
え

て
く
る
。
瓦
葺
の
屋
根
以
外
は
、
よ

く
あ
る
白
い
建
物
だ
が
、
内
装
は
地

元
の
木
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
ま

る
で
山
の
別
荘
に
来
た
か
と
勘
違
い

し
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
中
庭
を
は
さ

ん
だ
オ
ー
プ
ン
な
廊
下
や
、
階
段
の

手
す
り
、
建
具
に
い
た
る
ま
で
木
の

や
さ
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
夏
に

泊
ま
っ
た
ら
さ
ぞ
涼
し
い
だ
ろ
う
と

思
わ
ず
想
像
し
て
し
ま
う
。
事
実
、

夏
休
み
に
は
「
ペ
ン
シ
ョ
ン
活
動
」

と
い
っ
て
、
全
校
生
徒
で
一
泊
二
日

の
合
宿
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
も
８

月
５
日
、
６
日
に
実
施
さ
れ
た
。

　
一
日
目
の
朝
、
子
ど
も
た
ち
が
活

動
に
必
要
な
荷
物
を
持
っ
て
登
校
。

開
会
式
の
後
、
縦
割
り
班
に
別
れ
て

の
活
動
が
始
ま
る
。
ま
ず
は
川
遊
び
や
、

森
の
探
検
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
次
は

校
庭
で
の
夕
食
作
り
。
春
か
ら
育
て

た
野
菜
を
使
い
、
自
分
た
ち
で
考
え

た
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
た
。
ち
な
み

に
こ
の
学
校
菜
園
の
野
菜
は
、
近
所

の
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ト
で
販
売
し
、
そ

の
収
益
を
こ
の
「
ペ
ン
シ
ョ
ン
活
動
」

に
役
立
て
て
い
る
。
何
か
ら
何
ま
で

縦
割
り
班
で
活
動
す
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
や
努
力
が
、
子
ど
も
同

士
で
助
け
合
う
中
で
自
然
に
身
に
付

い
て
く
る
。
６
年
生
は
経
験
豊
富
な

た
め
、
と
て
も
手
際
よ
く
下
級
生
を

指
導
し
て
い
た
。
三
つ
の
班
の
す
べ

て
の
食
事
が
で
き
上
が
る
と
、
ま
ず

は
お
互
い
に
自
慢
し
合
っ
て
い
た
。

最
後
は
味
見
を
し
、
そ
の
良
さ
を
褒

め
合
っ
て
い
た
。
班
ご
と
の
ま
と
ま
り
、

お
互
い
を
高
め
合
お
う
と
い
う
意
識

に
は
感
心
し
た
。
食
後
の
片
付
け
の

後
は
地
元
の
方
も
交
え
て
の
花
火
大

会
。
子
ど
も
も
大
人
も
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

　
学
校
名
だ
け
で
な
く
校
歌
に
も
あ
る

よ
う
に
、
黄
柳
野
小
の
シ
ン
ボ
ル
は
、

ず
ば
り
「
ツ
ゲ
の
木
」
で
あ
る
。
校
門

の
す
ぐ
右
手
に
は
、
高
さ
約
３
メ
ー
ト

ル
、
幹
の
太
さ
約
15
セ
ン
チ
に
も
な
る

「
ツ
ゲ
の
木
」
が
あ
る
。
昭
和
37
年
３

月
に
地
元
の
山
か
ら
移
植
さ
れ
た
、
樹

齢
は
100
年
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
黄
柳
野
地
区
に
は
、
昭
和
19
年
に

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
「
ツ

ゲ
の
自
生
林
」
と
、
昭
和
34
年
に
旧

鳳
来
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
か

や
の
木
」
と
、
二
つ
の
「
樹
木
の
宝
」

が
あ
る
。

　
広
さ
約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
ツ
ゲ

の
自
生
林
」
は
、
国
有
林
（
地
域
の
人

は
甚
古
山
と
よ
ぶ
）の
北
斜
面
に
あ
り
、

ツ
ゲ
が
密
集
し
て
い
る
。
ツ
ゲ
は
緻

密
で
硬
い
の
で
、
印
鑑
や
櫛
な
ど
に

使
わ
れ
る
が
、
生
長
が
遅
い
た
め
、

大
変
貴
重
な
木
材
で
あ
る
。
自
生
林

の
地
盤
は
蛇
紋
岩
と
い
う
蛇
の
う
ろ

こ
に
似
た
模
様
の
岩
で
、
そ
の
岩
に

張
り
付
く
よ
う
に
し
て
、
た
く
さ
ん

の
ツ
ゲ
の
木
が
根
付
い
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
宝
で
あ
る
「
か
や
の
木
」

は
、
黄
柳
野
小
学
校
の
祖
で
あ
る
法

生
寺
の
所
有
物
で
あ
っ
た
。
高
さ
3.6

メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
約
500
年
の
大
木
だ
。

こ
の
地
で
ず
っ
と
地
域
を
見
守
っ
て

き
た
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

毎
年
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
は
「
か

や
の
木
は
知
っ
て
い
た
」
と
い
う
黄

柳
野
の
歴
史
を
盛
り
込
ん
だ
手
作
り

の
オ
ペ
レ
ッ
タ
（
歌
の
入
っ
た
劇
）
を
地

元
の
人
た
ち
の
前
で
披
露
し
て
い
る
。

　
今
回
も
親
子
で
校
歌
を
歌
っ
て
い

た
だ
い
た
。
卒
業
生
で
も
あ
る
一
人

の
お
父
さ
ん
が
「
何
年
か
ぶ
り
に
歌

っ
た
け
れ
ど
、
前
奏
と
間
奏
が
付
け

加
え
ら
れ
て
立
派
な
曲
に
な
っ
て
い
た
」

と
嬉
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
た
。
歌

詞
に
あ
る
「
し
あ
わ
せ
な
が
く
い
つ

ま
で
も
」
と
い
う
思
い
が
み
ん
な
の

表
情
か
ら
あ
ふ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
「
と

き
わ
の
ツ
ゲ
の
　
色
は
え
る
」
に
は
、

先
祖
が
代
々
大
切
に
し
て
き
た
か
け

が
え
の
な
い
財
産
を
後
世
に
も
受
け

継
い
で
い
き
た
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

黄柳野小学校

No.2

沿革

1875（明治8年）3月法生寺に開校。

学校の特色

一輪車ポロ・ペンション活動・ふるさとまつり・

つげの子かんさつ林など

学 校 の 概 要

学年別児童数今昔

学  年� 1年       2年      3年      4年       5年      6年        計

S33年

H21年

12人　 13人　 20人　 21人　 15人　 14人　　95人

3人      5人       2人       3人    3人    4人    20人

黄柳野小学校区域図

新 城 市

親子で校歌を歌う

一輪車ポロ ペンション活動

木がふんだんに使用された校舎

市
民
編
集
委
員
か
ら

　
今
回
の
取
材
が
夏
休
み
中
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
学
校
全
体
が
、
校
長
先
生

を
一
家
の
家
長
と
す
る
大
家
族
の
よ
う

な
雰
囲
気
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
や

る
気
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な
声
、
そ
の
声

に
答
え
る
よ
う
に
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り

が
黄
柳
野
の
山
々
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。

　
次
回
12
月
号
は
、
菅
守
小
学
校
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
古
田
・
横
字
・
峰
野
）

 
 

　
　
　
　
作
詞
　
岩
瀬
正
雄

 
 

　
　
　
　
作
曲
　
鈴
木
　
清

 
 

　
　
　
　
昭
和
41
年
制
定

一
、
朝
雲
は
れ
て
　
鳳
来
の

　
　
ひ
が
し
の
空
に
　
陽
が
の
ぼ
る

　
　
学
ぶ
ぼ
く
た
ち
　
わ
た
し
た
ち

　
　
あ
あ
黄
柳
野
　
黄
柳
野
小
学
校

　
　
わ
が
母
校

二
、
そ
よ
風
か
お
る
　
高
原
で

　
　
小
鳥
が
呼
ぶ
よ
　
う
た
っ
て
る

　
　
仲
よ
く
み
ん
な
　
手
を
む
す
ぶ

　
　
楽
し
い
ぼ
く
た
ち
　
わ
た
し
た
ち

　
　
あ
あ
黄
柳
野
　
黄
柳
野
小
学
校

　
　
わ
が
母
校

三
、
な
が
れ
る
月
日
　
か
わ
り
な
く

　
　
と
き
わ
の
黄
楊
の
　
い
ろ
は
え
る

　
　
し
あ
わ
せ
な
が
く
　
い
つ
ま
で
も

　
　
栄
え
る
ぼ
く
た
ち
　
わ
た
し
た
ち

　
　
あ
あ
黄
柳
野
　
黄
柳
野
小
学
校

　
　
わ
が
母
校

黄
柳
野
小
学
校

校
歌

かやの木

じ
ん

ご

や
ま

じ

ゃ

も

ん

が

ん

く

し



広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキおよび再生紙を使用しています。 

小林宏之さん
吉川地区出身

（日本航空機長）

温暖化により発達するシベリアの積乱雲（2007年8月）

高度に積乱雲のない夏のシベリアオビ河付近1998年7月ころ
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シ
ベ
リ
ア
の
気
候
は
典
型
的
な
大

陸
性
気
候
で
、
冬
は
マ
イ
ナ
ス
50
度

以
下
に
な
る
場
所
も
あ
る
一
方
で
夏

場
に
は
30
度
以
上
と
な
る
こ
と
も
あ

る
。
上
空
か
ら
眺
め
る
シ
ベ
リ
ア
大

陸
は
、
9
月
の
下
旬
か
ら
翌
年
の
5

月
上
旬
ま
で
白
い
雪
と
氷
に
覆
わ
れ

て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
の
短

い
夏
に
地
上
の
気
温
が
30
度
以
上
上

昇
す
る
と
こ
ろ
で
も
、
20
〜
30
年
前

は
夏
場
に
で
き
る
積
乱
雲
の
高
さ
は

5
千
〜
6
千
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
り
、

シ
ベ
リ
ア
の
上
空
を
飛
行
中
に
積
乱

雲
を
回
避
し
た
記
憶
が
な
い
。
地
上

を
含
め
地
球
上
の
大
気
が
対
流
す
る

範
囲
を
「
対
流
圏
」
と
い
う
。
一
般

的
に
、
雲
は
対
流
圏
以
上
の
高
さ
に

発
達
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
シ
ベ
リ
ア
の
よ
う
に
極
に
近
い
高

緯
度
地
方
の
対
流
圏
の
高
さ
は
数
千

メ
ー
ト
ル
で
、
赤
道
に
近
く
な
る
に

従
い
高
く
な
り
、
赤
道
付
近
で
は
２

万
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
。
シ
ベ
リ
ア

も
温
暖
化
に
よ
っ
て
そ
の
高
さ
が
段
々

高
く
な
り
、
最
近
で
は
積
乱
雲
が
東

南
ア
ジ
ア
の
上
空
と
見
間
違
う
ほ
ど

１
万
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
発
達
す
る
。

夏
場
に
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
間
を
飛

行
中
に
、
シ
ベ
リ
ア
上
空
で
は
こ
の

積
乱
雲
を
避
け
る
た
め
に
数
十
〜
100

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
迂
回
す
る
こ
と
が

度
々
で
あ
る
。

　
大
気
の
対
流
は
上
空
の
ジ
ェ
ッ
ト

気
流
の
動
き
に
も
影
響
を
与
え
て
い

る
。
上
空
で
西
か
ら
東
の
方
向
に
向

か
っ
て
流
れ
て
い
る
壮
大
な
大
気
の

流
れ
を
「
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
」
と
い
う

が
、
こ
の
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
は
地
球
の

自
転
と
大
気
の
対
流
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
。
最
近
は
地
表
の
温
暖
化
に

よ
り
、
こ
の
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
の
流
れ

が
、
今
ま
で
の
経
験
則
で
は
説
明
で

き
な
い
動
き
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
は
台
風

の
動
き
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
地
上
の

気
象
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。

　
昨
年
８
月
に
岡
崎
市
を
中
心
と
し

て
発
生
し
た
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
や
今

年
の
異
常
な
「
梅
雨
」
も
ジ
ェ
ッ
ト

気
流
の
蛇
行
や
、
太
平
洋
高
気
圧
と

ジ
ェ
ッ
ト
気
流
の
力
関
係
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
温
暖

化
は
シ
ベ
リ
ア
の
気
候
変
動
の
み
な

ら
ず
、
こ
の
愛
知
県
、
そ
し
て
、
新

城
市
に
も
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
気
象
現
象
を
も
た
ら
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

※
な
お
、
撮
影
は
、
巡
航
中
に
安
定
し
た

　
状
況
下
で
、
運
航
の
安
全
を
確
認
し
た

　
上
で
行
っ
て
い
ま
す
。


